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大阪きづがわ医療福祉生活協同組合

グループホームしおかぜ

大阪市港区八幡屋3-5-1

平成29年8月10日 平成30年1月15日

認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護

平成30年　1月16日

グループホーム「しおがぜ」は、認知症対応型の施設として、この港区に開設されて１４年目になる。
施設としては入居者６人の小規模なものであるが、その生活環境は、職員共々和気あいあいとした家
庭的な雰囲気に包まれている。
毎日の食事の献立では、入居者と職員が一緒になって考え、近くの八幡屋商店街にも食材を買いに
行ったりする事もある。そこにはどんな事も相談し、どんな事でも一緒にやっていくといった、温かな相互
理解の関係が出来あがっている。
家族と入居者の多くは、この「しおかぜ」に余生の全てと、ターミナルまでの介助支援を希望され、ホー
ムも又、それに呼応している。この少人数管理のみが持つ特性を活かされ、人生の最期までを託された
入居者に、心温まる介護と支援をこれからもお願いするものである。

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

情報提供票を活用する場合

http://www.osaka-kaigohoken-kohyou.jp 

（別添情報提供票のとおり）

特定非営利活動法人エイジコンサーン・ジャパン

大阪市住之江区南港北2-1-10　ATC　ITM棟９階

平成29年10月31日

入居者が６名で日中の介護者は２名。「お昼は何食べたい？」と入居者さんとの会話から始まる献立。
冷蔵庫の残り物を使ったり、チラシを見て買い物に行ったりと、一般的なごく普通の家庭と同じです。外
出が大好きな入居者さんに対しては、一階のデイサービスへの参加や送迎車でのドライブ。ベランダの
家庭菜園の水やりもご自身の日課となっており自発的に行われています。脳梗塞の後遺症で歩きづら
い方も毎日外歩きを行うことでどんどん歩ける距離がのびました。しおかぜに入居している旦那さんに
「会いたいけど、足が痛くて会いに行けない。」と奥様。という事でご本人をご自宅まで送迎。奥様にもも
ちろんご本人にも喜んでもらっています。必要と思われる事に柔軟かつ迅速に対応することが可能なし
おかぜです。


